
〈学校 図書 館 部 会 〉

研 究 主 題 ・副 主 題

「学 校 図 書 館 を 活 用 し 学 習 指 導 の 充 実 を 図 る 指 導 内 容 ・方 法 の 研 究 開 発 」

一児 童 ・生徒 の主 体的 な学習活 動 を支 え
、 「読解力 」 を高 める司書教 諭 の役 割 一

研究の概要

「文 字 ・活字 文化 振興法 」が施 行(平 成17年7月29日)さ れ 、読 む 力の 育成hS求 め られ

て い る。 これ に先立 ち、 平成16年12月 に結 果が公 表 され たOECD(経 済 協力開 発機 構)

の2003年PISA調 査(生 徒 の学習到 達度 調査)は 、 「読解 力 」 を 「自 らの 目標 を達成 し、

自 らの 知識 と可能 性 を発 達 させ 、効 果的 に社会 に参加 す るた めに、書かれ た テキ ス トを理 解 し、

利 用 し、熟考 す る能力 」 と定義 してお り、そ の育成 を図 るこ とは我 が 国の 重要 な教育 課題 の一

っ となっ てい る。

そ こで本研 究のね らい を 、学校 図書館 を活 用 して 「読解 力 」 を は ぐくむ た めの指導 内容 及 び

方 法 の 究明 と設 定 し、「読解 力」の 主な要 素 を明 らか に した 上で 、校種 ご とにそ の育成 を図 る た

め の授 業研 究 を行 った。

その 結果 、① 児童 が所 定 の本 を探 し出 し、 目的 を もっ て読み進 める学習 指導 、②話 合 いや 発

表 の仕 方 に係 る学習 指導 、③ 情報 カー ドを活 用 した学習 指 導 、④ 生徒 が意 欲的 に書 き進 める小

論 文作 成 に係 る学 習指 導の4つ を開発 し、実際の授 業 を通 してそれ らの 有効性 を検証 す る こ と

が で きた。

1研 究 の 目 的

PISAの 定義す る 「読解 力」 を は ぐ くむ た めに は、児 童 ・生徒 が必要 な情報 を収集 し、

比較 ・吟 味す る な ど、自 ら学 習 を進 め る授 業づ く りを行 うこ とが効 果的 で ある。その た め に、

学校 図 書館 を活 用 した指 導 内容 及 び方 法 を開発 し、 司書教 諭 の役割 につ いて 究明す る。

五 研 究 の 方 法

文 献研 究等 に よ り、学校 図書館 を活 用 して育成 を図 るf読 解 力」の 内容(以 下 「育成 能 力 」

とい う。)と 、主 な学習 指導 の視 点 を明 らか に した 上で 、各校 種 ご との特 性 を踏 ま えた授 業

研 究 を実施 し、その結果 を分 析 ・考察 した。

1育 成 能力

(1)課 題 に応 じた図書 を選 択 し、その 内容 を理解 ・評 価 しなが ら読 む力

(2)図 や グラ フな ど、多様 な教材 に対応 した読む 力

(3)選 択 した図書 を活用 して 自分 の考 え を表現す るカ

2主 な学 習指 導 の視 点

(1)児 童 ・生徒 が課題 に即応 した図書 を選 択 し、理解 ・評価 しな が ら読 む学習 指導

(2)児 童 ・生徒 が 自 ら学 ぶ た めに必要 とな る情報 活 用能 力 をは ぐくむ学 習指導

(3)児 童 ・生徒 の興味 ・関 心 を生か し、読 書意欲 の 喚起 を図 る学 習指導
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皿 研 究 の 内 容

1小 学 校 の 研 究

学 校 図書館 を活用 した児 童 主体 の授 業 を展開す るた めに は、児童 自らが必 要な本 を探 し出

し、読 み取 った事 柄 を基 に 自分 の考 えを発表 し合 うこ とが大切 であ る。 小学校 の研 究 で は 、

こ うした学 習 を展 開す る上 で必 要 な知識 や 技能 をは ぐ くむ 指導 内容 ・方法 につ いて追 究 した 。

なお 、授 業研 究 につ いて は、 平成16年 度 に作成 され た小学 校 第2学 年 の学校 図書館 年 間

指 導 計画例(「 東京 の教育21」 研 究開 発委 員会指 導資 料 、学校 図書館 部会)に 示 され た学 習

指 導 を、読 解力 の 育成 とい う観 点か ら取 り上 げ るこ とに した。

(1)所 定 の本 を探 し出 し、 目的 を もっ て読 み進 め る学 習指 導(特 別 活動 「学 級活 動(2)」 全

学 年)1育 成 能 力1/学 習 指導1・3】

児 童が 体験 を通 して本 の探 し方 を身 に付 け、必 要 な情報 を読み 取 るカ をは ぐ くむ学 習 活

動 と して 「わ くわ くブ ック ラ リー 」 を開発 した。 これ は 、児童 が指 定 され た複 数 の本 を探

し出 し、 その 中か ら興 味 の ある本 を読 み進 め、用意 され た設 問 に答 え る学 習活 動 で あ る。

① 指導 のね らい

ア 児童 が学校 図書 の分 類法 を理解 し、必 要 な図書 を選 び出せ る よ うにす る。

イ 必要 な情報 を限 られ た時 間内 に読み 取 る力 を育成 す る。

② 指導 方法

ア

イ

ウ

エ

オ

事前 に分類 表 につい て説 明す る。

5冊 の書名 を一 覧表 に した カー ドを配布す る。 書名 の横 に は設 問 を記 してお く。

一 覧表 にあ る本 を探 し
、カ ー ドにラベル の記 号 を写す よ うに指示 す る。

5冊 の番 号 を写 し終 えた児 童 は 、司書教諭 にカー ドを提 出 し、点検 を受 け る。

番 号 を鯛べ 終 えた児 童 に は、5冊 の図書 の うち最 も興 味 ・関心 の ある1冊 を選 ん

で 読み進 め、設問 に対 す る解答 をカー ドに記入 す る よ うに指示 す る。

力 解答 を記入 し終 えた児童 には、異 な るカー ドを配 布 して学習 活動 を継続 させ る。

③ 指 導 上の 留意 点

限 られ た時 間 内で読 み進 めて設 問に答 え るため 、ペ ー ジ数 の多 い図 書 は選 定 しない。

④ 司書教諭 の役割

ア 児 童 の発 達段階 に応 じた図書 を100冊 選 び、 カー ドを20種 類 作成 してお く。

イ 地域 の 図書館 と連携 し、 カー ドに記載 した 図書 を複数借 り出 してお く。

ウ 学級 担任 とのテ ィー ム ・テ ィー チ ングで 、図書 を探せ な い児黄 へ の支援 を行 う。

⑤ 指導 後 の児童 の感想 か ら

・本 の探 し方が分 か り、た めに なった。

・読み たい本 に出会 えて 、 図書館 に来 るのが楽 しみ に な った。

(2)話 合 いや発 表 の 仕方 に係 る学習 指導(生 活科 第2学 年)【 育成能 力1・3/学 習 指 導1・31

①

②

単 元名 「生 き もの大す き 一生 き もの につい ての本 を しょ うかい します 一」

指導 の ね らい

ア 自分 の読み た い本 を探 して 、楽 しみ なが ら読 め る よ うにす る。

イ 本 を紹 介 し合 い、生 き物 へ の親 しみ を もち、大切 にす るこ とが で きる よ うにす る.
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③ 指導 方法

ア 生 き物 につ いて 、 自分 が読み たい本 を探 して読 み 、感想 を書 く.

イ 読ん で考 えた こ とや感想 、友 達 に紹 介 した い こ とな どを ワー クシー トに書 く。

ウ お もしろか った本 と、 その感 想な どを発表 し、意 見交流 を行 う。

④ 指 導 上の 留意 点

ア 関心 のあ る生 き物 につ いて事 前に調 べ 、全児 童 が 興味深 く読 める本 を用意 す る。

イ 分 か りやす い本 の紹介 がで き るよ う、模 範 を示 しなが ら話型 に関す る指 導 を行 う。

⑤ 司書 教諭 の役 割

ア

イ

ウ

公 共 図書館 と連携 し、児童 が興 味 をも って読 み進 め る こ とがで きる本 を確 保 す る。

2種 類 の ワー ク シー トを作成 し、 聞 き手 に分 か りや すい発 表 にす る。

Oあ らす じをま とめて書 くシー トO友 達 に紹 介 したい こ とを書 くシ ー ト

話型 や発表 の仕 方 につ いて指 導す る、指 導 の主 な視 点は 、次の とお りで あ る、

O基 本 的 な話 型 を示す。

「わ た しが この本 を選 んだ のは～ だか らです。」

「わた し力宝ため にな ったの は～ とい うところ です。 なぜ な ら～ だか らです 。」

「OOさ ん に質問 します。 ～ とは ど うい うこ とです か。」

○発 音や発 声等 に関す るポイ ン トにつ いて教 え、 司書教諭 が模 範 を示 す、

・話 の最後 までは っ き りと言 いま しょ う。

・聞 いてい る友達 全員 に聞 こえ る声で話 しま し ょう
。

・話 に関係 す る本 のペー ジを見せ なが ら話 しま しょ う。

⑥ 指 導 後の児 童 の感想 か ら

・どん な こ とを友達 に知 らせ た らよい か と考 え な 溺 ら、何度 も読み返 しま した。

・友 達 の本 の紹介 を聞 いて 、 自分 も読 みた くな りま した。

・友 達 か ら犬の しつ けにつ いて教 えて も らった の で、家 族 に も知 らせ た いです 。

(3)成 果 と課 題

児 童 が学校 図書館 に興味 ・関 心 を もち、本 に親 しむ よ うにす るため には 、学校 図書館 の

本 をで き るだ け多 く手 に取 らせ るこ とが大 切で あ る。 また 、本 の探 し方につ い ては 、低 学

年 か ら体 験 を伴 った学習 活 動 を通 して習得 させ るこ とが必 要で あ る。「わ くわ くブ ック ラ リ

ー 」 は、 こ うした視 点に立 って 開発 した学 習活 動で あ り、 実際 の授業 を通 してそ の有 効性

を検 証 す るこ とが できた。また 、「話合 いや 発表 に係 る学 習指 導」で は、司書 教諭 が 話合 い

や発 表 の仕 方 を具体的 に指 導 した。従来 、こ うした指 導 は学 級担任 が一 人で担 当 して きた。

司 書教 諭 が中心 となって指 導資 料 を作 成 し、各 担任 に提 供 す ることは 、全校 体制 で 系統 的

に話 合 い の学習 指導 を推 進 す る こ とにっ なが った。

今 後 は 、司書 教諭 の リー ダー シ ップ の下 、学 校図 書 館部 会等 の組織 が児 童の発 達 段 階 に

即 した指導 資料 を 作成 し、蓄積 してい くこ とが必要 であ る。 また 、児 童が 自分 の興 味 ・関

心や 課題 に応 じた 図書 を選 定 で きる よ うに 、公 共 図書 館 との連 携 の在 り方 につ い て追 究す

る こ と及 び学校 図書館 を活 用 した 学習指 導 の在 り方 につ いて 、小 ・中学校 の9年 間 を見 通

した 系統 的な研 究 を行 うこ とが重 要で あ る。
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2中 学 校 の 研 究

本 の読 み方 は、教 科等 に よ って異 な る。 したが って 、様 々 な教 科等 にお い て学校 図書館 を

活 用 した学 習指導 を展 開す る ことは、 生徒 が多様 な読 み方 を習 得す る こ とにっな が る。

中学校 の研 究で は、各 教科 等 の指導 と関連 した学校 図 書館 運営 計画 を作 り、そ こに示 した

情 報 カー ドの活 用 に係 る授 業 開発 を行 うこ とに した。

(1)教 科 ・領 城等 の指 導 の充 実 を図 る学校図 書館運 営 計 画

【表1】 の よ うな学校 図書館 運営 計画 を作成 し実施す る こ とに よ り、今 まで 国語科 の

み が担 って きた 「読 解 力 」 に係 る指 導 を学校全 体 で行 うこ とが 可能 とな る。

1表1】 学校図書餌運営計画

単期 第1学 年 第2学年 第3学年 学校司書との連携

1

学

敏科 ・領域等 図書館の活用 敬科 ・慢 填等 図書館の活用 教 科・頗域等 囲書館の活用
各種資料の整理

オリエンテシ田ン

情報カードの作成

情報カードの記述指導

情報カードの整理・保

管

調べ学習に係る指導
レフアレンス

公立図書館団体借出し

特集本コーナーの設置

図書室だよりの作成

朝読書の本の用意

予約本の調整

購入図書のリスト作り

貸出し業霧

図書委員会の指導
ブックトークの実演

紐芝居の実演
アニマシオンの実演

夏季プックリスト作り

図書館案
内

十進法確謡 図書館案
情報カードの括用演習 内

情報カードの活用演習
プレゼンテーション演習

図書棺案
内

プレゼンテーション演習

国語、英謳 新聞の読み方
各種辞典の使い方

国語 平和・生き方について

短歌の鑑賞

国語 歳時記、俳句の鑑賞

著作権について

社会 地図の見方 社会 統計姿料の活用法
年表、歴史地図の
活用

杜会 統計資料や年鑑を利用

する。

理科 植物図鑑の使い方

美術 美術作品集に箕味をも
つ 。

美衛 浮世絵等、日本の伝統

芸能
美術

還択美術 画集、デザイン藁

保健体育 体力作りの参考図書 遺択社会 各 自の課題迫究(歴 史
的人物にっいて}

選択理科 各自の課題迫究(環境)
期 家庭科 環境地図を作る

選択国語 敵材文からテーマを決
め、調べ学習をする。

本の帯作り

遥択国語 絵本製作の基礎
(絵本の多統}

選捉国語 古典を説む。
選択杜会 各自の課題追究(現 代社

会の問題について)

絶合的な学
習の時聞

テーマ 「食を考える」

各自の課題追究

絶合的な学
習の時間

テーマ 「横浜」

各自の腺題追究

総合的な学
習の時間

テーマ ξ京都 ・奈良」

各自の課題迫究
1

朝饒書 硫書の習慣化を図る。

樋 年)

朝読書 読書の習慣化を図る。

(通年)

朝読書 読書の習慣化を図る。

(通年}
,

■ 固書委員会の活動 個人カード作成、活動方針・計回作成、朝諦書の呼びかけ及び本の管理、ブックトーク、夏季休業中の闘館

2

学
期

国語 自然〔調べ学習)

小グループでの話合い

古語辞典の使い方

国語 バリアフリー(調べ学習)

ポスターセツ池 ン

ブックトークの仕方

国括 平和(調 べ学習)
パネル・ディスカッション

小論文

各種資料の整理
レファレンス

図書委員会の指導

ブックトークの実演

公立図書館団体借出し

特集本コーナーの般置

図書富だよりの作成

朝説書の本の用意

予約本の調整

購入図書のリスト作頃

貸出し業務

1

遷択国話 故事成語、ことわざ 理科 科学的な読み物

音楽 音楽事典の引き方
1

描合的な学
晋の時開

テー一マ 「職業」

身近な職業〔調べ学習)

生き方{調 べ学習)

社会 年鑑の値い方 典術 本のデザイン(装T)

選択社会 各自の課題追究(歴史
的人物について}

遺択美術 画集、デザイン喋

総台的な学
習の時間

テーマ 「上紐学椥

ガイドブック、地図

総合的な学
習の時間

テ・一マr京 都・奈良」

各自の課題追究

■ 図書委員会の活動 朝の読書への呼びかけ及び本の提供・管理、図書室まつりの開催

3

学
期

国語 近代の文学作品を読

む。

百人一首について調べ

る。

国語 シナリオ作品に親しむ。 国語 世界の名作に親しむ。 各種資料の整理
レファレンス

図書委員会の指導

ブックトークの輿演

公立図書酋団体借出し

特集本ローナ・一の設置

図書室だよりの作成

朝読書の本の用意

予約本の調整

購入図書のリスト作り

貸出し業務
アニマシオンの実演

紙芝居の実演

鰻本補助

年間まとめ

音楽 世界の音楽や楽器に関

心をもつ。 保健体育 健療について考える
選択美術 写真集、画集の活用 音楽 「勧進帳」を入り口にして

古典に親しむ。社会 地域資料の活用
音楽 合唱曲の詩の鑑賞 還択国語 アニマシオンの実施 選択国語 紙芝居を読む.

アニマシオンの実施

英語 簡単な原書を誼む。 選択社会 各 自の課題追究(現 代
社会の問題について)

選択美術 画集、デザイン集

選択国語 アニマシオンの実施 逸択英語 英語の絵本や童話を読
む。

選択社会 各自の課題追究〔現代社

総台的な学
習の時問

様々な生き方や社会を

支える仕事について

紐合的な学
習の時間

まとめ方と発衰の仕方

について

総合的な学
習の時聞

自分の特性や適性につ

いて

■ 図書委員会の活動 朝説書への呼びかけ及び本の提供・管理、年度末の本の返却・点検、卒業生への貸出しカードの記念配布
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(2)情 報 カー ドを活用 した学 習指 導(「 総 合的 な学習 の時 問」 第2学 年)【 育成 能力1・2・

3/学 習指 導1・2・3】

生徒 が図 書 を活用 して 自分 の考 えを表 現す るため には 、読 んで得 た知識 や考 えた事 柄 を、

整 理 し保 存 して お くことが大切 で ある。 こ うした情 報 の収 集 ・整理 ・活 用 にか かわ る指 導

は、従 来、 必ず しも計 画的 に行 われ て こなか っ た。 そ こで本研 究 では、 司書教 諭 が カー ド

の 書 き方 か ら活用 に至 る具 体的 な指導 を全学年 を通 して行 うとと もに、生 徒 が作成 した情

報 カー ドを互 い に閲覧 で き るシステ ムを作 る ことに した。

① 指導 の ね らい

ア 目的 を もって読 書 し、 読み 取 うた情報 を収集 ・整 理 す るこ とが でき る よ うにす る。

イ 収集 した情報 につ いて 自分 な りの意 見 を もち、表 現 す る こ とが でき るよ うに す る。

② 指 導方 法1表21情 報カー ド(例)

ア 国語 の時間 に読 んだ 「心 のバ リア フ リ 「分類番号」 年 組 氏名

一 」 を基 に して 、学 習課 題 を設 定 す る。r書 名」「著者」咄 版出 咄 版年戸 ベージlrm考 」

イ 情報 カー ドの使 い方 を指導 す る。

ウ 課 題 に沿 って 情報 を収集 しま とめ る。

工 類 似 の 学 習 課題 を 設 定 した 生 徒 同 士

が グル ー プ を組 み 、発 表 し合 う。

③ 指導 上 の留意 点

ア

イ

ウ

エ

1枚 の情報 カー ドには 、1項 目だ け引用 す る よ うに指 導す るe

情報 カー ドは学校 図書館 内 に分類 ・整理 して保 管 し、自由 に閲 覧 で きる よ うにす る。

作成 ・保 存 した情報 カ ー ドの枚数 が分 か るよ うに、個 人 別の情 報 カー ドー覧 を作 る。

情 報 カー ドの枚数 が多 い生徒 につ いて は、定期 的 に図書委 員会 か ら表彰 を行 う。

④ 司書 教諭 の役 割

ア 情 報 カー ドの作成 及び 活用 方法 に関す る指導 を行 う。

イ 公 共 図書館 と連 携 し資 料 を借 り出す とともに、ブ ック トー クを行 う。

ウ 全校 生徒 の作 成 した情 報カ ー ドを、分類 ・整理 ・保 存 す る。

⑤ 指 導後 の生徒 の感想 か ら

・情 報 カー ドに よ り、本か ら得 た内容 をま とめ使 いや す くなづた。

・情 報 カー ドが たま るのが 楽 しみで 、調べ学 習が は か どっ た。

・友 達や先 輩 の情 報カ ー ドが参 考 にな った。

(3)成 果 と課題

全学年 の総 合的 な 学習 の時 間で情 報 カー ドに係 る指 導 を実施 し、 生徒が 作成 した情 報 カ

ー ドにつ い て は学 年 を超 えて 閲覧 で きる よ うに した。 こ の こ とは、生 徒 の図書へ の 関心 を

高 め、貸 出 し冊数 の 増加 にっ なが った。

今 後 の課題 は、学校 図書 館 運営 計画 を作成す る際 、教 科等 ご とに学 校図 書館 を活用 した

授 業 計画 を出 し合 い 、関連 す る学 習につ いて は クロス ・カ リキ ュラムの発想 を もって教 育

課 程 編成 を行 うことであ る。 この こ とに よ り、生徒 の学 習 は一層 つ なが り、深 ま り、学 校

図 書館 を 中心 と した 学び の統合 化 を図 る ことが で き る もの と考 える。
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3高 等 学 校 の研 究

高等学校の研究では、司書教諭の役割を、教科担当教諭や学校司書との授業づくりに係る連

携を深めることにより、各教科等の指導と学校図書館との結び付きを一層強化することと設定

し、「読解力」向上に係る研究開発を行った。こうした役割を実現するためには、①各学校の実

撫に応 じた適切な学校図書館の運営計画を作成すること、②学校図書館を活用 した学習指導の

工夫 ・改善を図ることの二点カ1必要である。そこでまず、司書教諭の具体的な業務内容を記 し

た学校図書館運営計画 【表3】 を策定 した上で、その具体的な展開事例と司書教諭の支援につ

いて追究し、実際の授業を通して検証することにした。

(1)学 校図書館運営計画の作成

学校図書館を各教科等で有効に活用できるようにするためには、各学校の実態に応 じて

学校図書館運営計画 【表31を 作成 し、実施す ることが必要である。

1表3】 高等学校 学校図書館運営計画(例)

図書館利用指導 ・読書指導 各教科での図書佃「利用 その他{学 校行事笥) 事務的作業笥

-

学
期

図書館 オ リエ ンテー シ ョン(1年)

図 書館 情報活用術(3年)
「あな たの知 りたいことは何ですか」

(年聞を通 じて) 文 化県 クラス別企面決定
被外学習(1年)鎌 倉
偉学旅行(2年}予 備胴賓

教青実習の投 業支援

司書教訥 ・学牧 司●
◎ レポー ト作成
倫理監{1年)家 庭科 〔1甲)保鰹(2年,

選択倫環(3年)還 択政治饒済 〔3年)

⑨ 授業姻 」用

国諾紛合(工 年)蓼 考図書利用法
国語総合(1年)ブ ック トーク実習
情報 〔2年)書 評の作成

現代 文{2年)作 家調i査

現代文{3年)小 論 文作成
日本史 〔3年)テ ー叩別学習
◎ その他

紛 合的 な学習の時問

課題研究 テーマ別 学習
各 教科課題の個 人学習

(逓年業務)

図書部会の開催

資料の遺定
資料 の装備

目緑の整備
図書原簿の作成 一管理

図書館予算の執行
館内整備

(3学 期の業務)
粛年度予算案の作成

蔵書点検(2週 間)

2

学
期

図 書館 情韓活用術(2年)
「図書館 を知 る ・メデ ィアを知 る」

修学旅行(2年}
沖縄 ・事前調査
文化祭各種企面支援

3

学
期

図書館 情報活用 術(1年)
「図書餌 で本 を探そ う」

修学旅行(2年)

沖 縄 ・報告書作成
、

通
年

各 クラスHR利 用の続書講話(随 時)

図 書館だ よりの鞘行(月1回)
新 着 図書 リス トの発行(学 期1回)

生 徒か らの読書相醗(随 時)

進路ガイダンス(各 学年)
学校公開
中学生の学校訪問対応
生徒向け推薦図書の募集
芸術鑑賞敬室の盗料展示

司
書
教
輸

全学紐オ リエンテーシ日ン 〔各50分)

胱 書講話(HR・30分 程 度)

図書館 だより、新着図書だよりの作成
各 租 レファレンス、資料の提供

各 種 レポー トのテーマ設定実援

担 当軟諭 との打合せL
レフア レンス 日1臨作成

公 共図書館等の紹介

各種 コーナーの整備

校外学習関遮質料の充実
各種 レブァ レンス
公共図書館等の紹介

(2)学 校 図書館 を活用 した具 体的 な学 習指 導 と司書教諭 の支援

① 情報 活用 能力 育成へ の支援 【育 成能 力1/学 習 指導2・3】

学校 図 書館 の主 な機 能 の一 つ に、生 徒 が探 究心 を もって主体 的 に学ぶ こ とを支援 す る

機 能 が あ る。 この機能 を生 かす た めに は、次の ア～ ウの学 習指 導 に よ り、生徒 が 自 らの

課題 に応 じた 情報 を、様 々 な資料 か ら収集 し活用 でき る よ うにす る こ とが必要 で あ る。

ア 図書館 を十分 に活用 す るた め 、図書館 の仕組 み を理解 させ る。

図書館 の 分類 法、配 架 規則 、資料 の探索 方法 な どにつ い ての説 明 ・実習 な どを行 う。

イ 多様 な情 報 を収集す るた め、様 々 なメデ ィア の特 性 につ いて理 解 させ る。

各種 メデ ィアの特 性等 につ い て理 解 させ 、様 々な情 報源 を駆使 しなが ら、情 報 の収

集 ・活 用 を行 え る よ うにす る。

ウ 読 書活 動 の促進 を図 るた め 、様 々な企画 ・立 案 を行 ってい く。

各教 科担 当教諭 に対 して 図書 館 を活用 した授 業 を提案 した り、 司書教諭 自 らが計 画

してテ ィー ム ・テ ィー チ ン グ等 を 実施 した りす る。 また 、教職 員 に よる本 の紹 介 、 生

徒 に よるブ ック トー ク、読 書会 、 朝の読 書の時 間な どを企画 し、学校 教 育 の多様 な 場

面 を通 して 、生徒 と学校 図書館 とをつな ぐ工夫 を してい く。
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② メデ ィア ・リテ ラシー能 力育 成へ の支援 【育成 能力3/学 習指導2】

多様 な メデ ィア を教材 と しなが ら生 徒の 「読解 力」 を向上 させ てい くの も、 司書教 諭

の 大切 な役 割 の一つ であ る。 例 えば 、単 に1社 の新 聞 を読 ませ るので はな く、同 一 テー

マ を扱 った複数 社の新 聞 を読 み比 べ る授業や 、新 聞記 事 を よ り深 く理 解す るた めの参 考

文 献 リス トを作成 す る授 業 が ある。 司書教諭 は、 各教 科担 当教 諭 と連携 を図 りなが ら、

多 様 なメデ ィアを活用 した授 業 を計画 的 に実施 で き る よ うに 支援 してい く。

③ 生徒 が意欲 的 に書 き進 める小論 文作成 に係 る学 習指 導[育 成能 力1・3/学 習 指 導1]

就職や 進 学 にかか わっ て レポー ト等 を作成 す る機 会 が、 これ ま で以 上 に増 えて い る。

生 徒が分 か りやす く説得 力 の ある文章 を作成 す るた めに、 一人 一人 の課 題 に応 じた適 切

な 資料 を提示 す る必要 が ある。 また、 生徒 と対話 を行 い なが ら、異 な る視 点 を もっ た複

数 の資料 を紹 介す るこ とが大切 で あ る。 学校 図書館 に資料 が不 足 してい る場合 には、 公

共 図書館 等 を紹介 し活用 を促 してい くこ とも必要 とな る。 こ う した内容 を盛 り込 ん だ授

業 案 【表4】 を作成 し、実際 に授 業 を行 づた。以 下 に、そ の指導 案 と生 徒 の感 想 を示す 。

1表4】 「学校 図書館 を活用 した小論文の学習指導案」

学 習 括 動 ・ 授 業 者 の 支 援 司 書 教 諭 の 支 援(学校司書との連携)

嵩
論理的な文章にっいて、構成と要絢文作成の学習を行 う。 学校図書館を活用 した授業の指導案作成、図書館情

綴 ・参考図書利用法の提示、小論文コーナーの設置、

ワークシー トの作成

1

時

諭理的な文章を対象 として、ダラフの読み取りや資料の活用にっいて

学習 ・指導する。

グラフや表を硫み取る観点を示した資料及びワー ク

シー トの作成 ・提示

2

時

同一テーマについて、裡数の新聞杜説を読み.要 約文を書き、モれら

を比較 ・対照した上で、そのテーマに対する自己の意見文を書く。

新聞の社説提供、ワークシー トの作成

3

時
要約例と意見文の招介を行い、を自己評価する。小論を書く際の資料

として、キーワー ドの例文集と小論文参考図書一覧を配布す る。

小論文の基髄知識 ・キー ワー ド集 ・小論文の参考図書

の資料提供、ワークシー トの作成

夏
季
休
業

1課題1生 徒が各自の進路に応 じてテーマを設定 し、2冊 以上の参考

図書を読んだ上更約 し、それらを基に800字 程度の小蛉文を書く。

小論文は夏季休業中の課題とする。なお、小論文には、参考図書の内

容の要約及び自己の小論文の内容を200字 程度に要約した り一 ド文
とキーワー ドを付けるよう指示する。

小論文の資料 ・構成 ・内容についての支援、参考図書
の資料情報提供(地 域図書館の資料情報提供)

4

時

学習者同士が互いの小論文を蹟み合い、200字 程度の要絢文とキー
ワー ドを書き、相互評価する。その際、①評価すぺき箇所、②改善す
べき箇所、⑨資料を追加 ・検討すべ き箇所などを互いに指摘する。

小論文の資料 ・内容 ・構成についての支援

5

時

1研究授業,第4時 で行った相互評価をもとに、再度学校図書館の資
料を活用して、小論文 を図書館で書き直す。その際、他の学習者 ・授

業者 ・学校司書の先生 ・研究授業に参加なさっている先生方にも評

価 ・ア ドバイスを積極的に求め、再校の参考とする。

小論文の資料 ・内窓 ・構成についての支扱、小論文の

評価

6

時

書き直 した小論文を授業者瀞評価して返却する。その腺①～③の評価

点を指摘 し、再度書くよう指示する。

小論文の資料 ・構成 ・内容についての支援、小論文の

評価

〔生 徒 の感 想 例ユ

Q新 聞 を読 み 比べ て要約 文 を書 く学 習 が、 その後 の調べ 学 習に役 立 った。

Oテ ー マ につ いて2冊 の本 を読 む ことで 、自分 の考 えに広 が りと深 ま りが生 まれ た。

0相 互評 価 シー トの コメ ン トを参考 に しなが ら推酸 す る こ とが で きた。

(3)成 果 と課 題

小 論 文の指 導 では 、テー マ に沿 ったプ ック リス トを作 成 ・提示 す る とと もに 、対話 を通

して複数 の 資料 を紹介 し、多角 的 な思 考 を促 す レフ ァ レンス を行 うこ とが有勃 で あっ た。

今 後 の課題 は、 ワー クシー ト等 の教 材 を 司書教 諭 が 中心 となって組織 的 に作成 し、 蓄積

して い くこ とであ る。 そ の こ とに よ り、従 来、国語 科 が単独 で行 って きた 「読解 力 」 育成

に係 る指 導 を 、学校 図書館 の活 用 を通 して全教 科 ・領域 等 に まで拡大 し、生徒 の読 書 の幅

を広 げ、 多様 な読み 方 を身 に付 けてい くこ とがで き る もの と考 える。
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4盲 ・る う ・養護 学校 の研 究

盲 ・ろ う ・養 護 学校 では 、学校 図 書館 に対す るニー ズが 多様 で あるた め、障害 の特性 や発

達段 階 を把 握 した上 で個 に応 じた 学習 を展 開す る こ と力泌 要 で あ る。本研 究 では 、平成16

度 の年 間計 画(「 東京 の教 育21」 、学校 図 書館 部 会)を 踏 ま え、読解 力 を高 める 司書教 論 の

役 割 につい て追 究 した。

(1)障 害 の特性 に応 じた環境 整備 【育成 能力1・31

障 害 等 に応 じた環境 整備 は 、読書 意 欲 を向上 させ る上 で欠 かせ ない。

① 盲学 校 で は 、拡大 図書 、 点字 図書 、テ …一プ 図 書、 デイ ジー図書(CD)、 触 る絵 本 等

の資料 に合 わせ 、拡 大読 書機 、デイ ジー 再生機 、CDコ ピー機 等 の設備 の充 実 を図 る。

また 、配架 状 況 が分か る コン ピュー タの検 索 シス テ ムを開発 ・活 用す る必 要 があ る、

② ろ う学校 では 、視覚 情 報 に富 んだ 図書 の充実 や 、子 ど もたちの読解 力 に応 じた配 架 を

行 うとともに、図書 の内 容紹 介 を多様 な メデ ィア を通 して実 施 し、子 どもた ちが 主体 的

かつ意 欲 的 に本 を選択 で き るため の整 備 を行 う。

③ 養護 学校 では 、絵本 や 写真 ・図解 が 豊富 な資料 や コン ピュー タ等 の教 育機 器 を一 層 充

実 させ る。

そ の他 、各 教科 ・道徳 ・特 別 活動や 総合 的 な学習 の時 間 と関連 した資料 の配架 、学校 行

事 ・四季 に関す る特設 コーナ ー を設 置 し、学習 の場 面 で図 書室 を活用 しやす く整 備 す る。

(2)学 習指 導 を支援 す る司書教 諭 の主 な役割 【育成能 力1・2・3】

① 障害 の特 性 等 を考慮 し、学 習 のね らい に あった 多様 な メデ ィア を提供 す る。

② 担任 と共 に教材 や指導 案 の作成 に当た り、授 業 に も役割 を明確 に して参加す る。

③ 学習 の成 果 を発 表 し合 う方法 な どにつ いて 、担任 と連携 しなが ら指導 を行 う。

④家庭 と連携 を取って 、読 書の 大切 さを啓 発 して い く。

⑤公 共 図書館 と連 携 し、学 習 のニー ズ に合 った図 書な どを提供 す る。

(3)子 どもた ちの読解力 の段 階 的 な と らえ方 と司書 教諭 の 支援

子 どもた ちの読解 力 を大 き く3つ の段 階 に分 け、 それ ぞ れ 必要 とな る学習指 導 にっ い て

ま とめ たの が、【表5】 で あ る。

【表5】 子 どもたちの読解 力に応 じた司書教諭 の支援例

教 員 とい っ し ・オ ノマ トペ(擬 声 語 ・擬 態 語) 、 絵 本 等 を教 材 と して 、 言葉 に 興 味 を も

よ に 絵 本 に ふ たせ る。

れる段階 ・べ 一 ブ サ ー ト(紙 人 形)等 、追 視 で き る教 材 を 開発 ・活 用 す る。

・司書教諭 の話 し方や身振 り等 、表 現の工夫 によ り関心 をもたせ る。

自 分 で 絵 本 を ・子 どもた ちに とって身 近な内容 を扱った絵本や 展開が分 か りやすい話

繰 り楽 しむ 段 を教材 と し、 日常 よく使 われ る言葉や事物の理解 を促す。

階 ・模 型 や 写 真 カ ー ド、絵 カ ー一 ド、 手 話 表 現 な ど、 言 葉 の イ メー ジ を よ り

豊かにす る教材 を開発 し、活用 す る。
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文 宇 が 読 め る ・身近 なテーマを扱 った短い文章等 を教材 として言葉の理解 を促 す。

段階 ・視覚的 な支援や群 読などの工夫に よ り、文 章の理解 を促す。

・個 に応 じた課題 を追究す るた め、本 を選 び調べ学習 の方法 を教 え る。

(4)生 徒 が調 べ た こ とを基 にプ レゼ ンテ ー シ ゴン を行 う学習 指 導

① わ た しの お気 に入 り一 古代 ・西洋 美術編 一(ろ う学校 中学部3年 、美術 、計4時 間

扱 い)【 育成能力2/学 習 指導1・2・3】

ア 指導 のね らい

(ア)資 料の 読解 を通 して作者 、製 作法及 び歴 史的 背 景な ど多様 な視 点 で作 品 に迫 り、

そ の魅 力 を ま とめ る ことがで き るよ うにす る。

(イ)作 品 につい て調べ た ことや 自分 の考 えを、視 覚 的 な構成 を工夫 して表 現す る こ と

が で きる よ うにす る。

イ 指 導 方法

(ア)司 書教諭 が 、古代 ・西洋 美術 に関す る資料 を複数 用 意す る。

(イ)生 徒が 、各時 代 の作 品か ら自由に一 つ 作品 を選 択す るよ うにす る。

(ウ)司 書教諭 が 、選択 され た作 品 に対応.する資料 の 紹介 をす る。

(エ)生 徒が 興味 ・関心 に応 じた資料 を一 つ選 択 し、 そ こに記 され た事実や 意 見 を基

に分 か った こ とや感 じた こ とを ワー クシー トに ま とめ るよ うにす る。

(オ)生 徒 が ワー ク シー トを基 に 、作 品の特徴や 感 じた ことを、短い 文 章や キー ワー ド

で表 す。 それ らを図や 写真 と共 に効果 的 に構成 し、 プ レゼ ンテー シ ョン シー トに表

現 で きる よ うに指 導す る。

(カ)3～4名 の小 グル ー プ ご とに 、相 互 にプ レゼ ンテー シ ョンを行 わせ る。

ウ 司書 教諭 の役割

(ア)テ ーマ に 関す る資料 を複数 用意 し、それ らを紹 介す る準備 を行 う。

(イ)ワ ー クシー ト及 びプ レゼ ンテー シ ョンシー トの枠組 を作 成す る。

(ウ)プ レゼ ンテ ー シ ョンの仕 方 につい て説 明す る。

工 指導 後 の生徒 の感 想 か ら

・作品 の魅力 を伝 えるた め、 どんな ことを説 明 しよ うか と隅々 まで資料 を読 んだ 。

・どんな順番 で説 明 すれ ば分 か りやす いか 工夫 しなが ら発表 の準備 を した。

(5)研 究 の成 果 と課題

障 害 の特性等 に応 じた本 の紹 介や読 み聞 かせ の工夫 に よ り、子 どもたちの読 書 の幅 を広

げ 、新 しい種類 の本 に親 しませ るこ と力言できた。 また 、公 共 図書館 との連携 に よ り、教 科

指導 の展 開 に応 じた貸 出 コーナ ー の設 置が 可能 にな った。 この こ とは 、学校 図書館 を活用

した教科 指導 の促進 を図 り、多様 な読 み方 に係 る指 導 の充 実 につ なが った。 さ らに 、プ レ

ゼ ンテー シ ョンの学習指 導 で は、学習 シー トの 工夫等 に よ り、 コンピュー タを使 っ た プ レ

ゼ ンテー シ ョンに必要 な基 本的 な能力 を育成 で きた。

障 害 の ある子 どもたち の読解 力 は極 めて多様 であ り、個 に応 じた指 導が 必要で ある。 今

後 の課題 は 、担任 教師 が一 人一 人 の子 ど もの読解 力 を的確 に把握 し、 実態 に応 じた学 習 指

導 が 展開 で き るよ う、引 き続 き資料や 教材 の開発 を行 うこ とに あ る。
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IV研 究 の ま とめ

研 究 主題 に迫 るた め、児 童 ・生 徒 の主 体的 な学習活 動 を支 え、 「読 解力 」 を高 め る司書教 諭

の役 割 に着 目を して研 究 を進 めて きた。 その結 果 、次の よ うな成果 と課題 が明 らか にな った。

1研 究 の成 果

児 童 ・生 徒の 「読解力 」 を高 めるた めに は、 司書 教諭 が その 専門性 を生か し、教 材や 学 習

指 導 法 を開発 し活 用 しなが ら、担 任 と共 に授 業 にかか わ る ことが重 要で あ る。 本研 究 で は 、

次 に挙 げ る4つ の研究 開発 を行 い 、実際 の授業 を通 してそ の有 効性 を検証 す るこ とがで きた。

(1)児 童 が所 定 の本 を探 し出 し、目的 を もって読み進 める学 習指導(小 学校)1育 成 能力11

r読 解 力」 を高 めるた めに は、児 童 が学校図 書館 に興 味 ・関 心 を もち、本 に親 しむ よ

うにす るこ とが重 要で あ る。 その ため の学習活 動 と してrわ くわ くブ ックラ リー-」を開

発 し、実施 した。 この学 習活 動 を通 して児童 は、学 校 図書館 の分 類法 を理 解 し、課 題 追

究 のた めに集 中 して読み 進 める こ とが で きた。

(2)話 合 いや発 表の仕 方 に係 る学習 指 導(小 学校 、盲 ・ろ う ・養護 学校)1育 成 能力31

小 学校 で は低学年 対象 に話 合 い と発表 の仕方 を 、ろ う学校 の 中等部 で は読解 に基 づ く

プ レゼ ンテ ー シ ョンの仕 方 につ い て担任 と共 に指導 した。従 来 、 こ う した指導 につ い て

は 、学級 担任 や教科 担任 が一 人 で行 づ てきたが 、情 報活 用能 力 育成 の視点 か ら司書 教諭

が必 要 な資料 等提供 しなが ら指 導 を行 うこ とに よ り、全 校で の能 力育成 が可能 に な る。

(3}情 報 カー ドを活用 した学習 指 導(中 学校)1育 成 能力1・2・3】

情 報 カー ドの作成 ・活 用 に係 る指 導 を全 校単位 で行 った。 生徒 が作 成 したカ ー ドは 図

書館 で分類別 に一 括整理 ・保 存 し、だれ もが検 索 で き るよ うに した。 この こ とに よ り、

情 報 カー ドは生徒 個人 の もの か ら学 年 を超 えた知的 財産 となっ た。 また 、情報 カー ドの

蓄積 が 生徒 の読 書及び学 習 に対 す る意欲 を高 め る こ とにっ なが った。

(4)生 徒 が意欲 的に書 き進 め る小論文 作成 に係 る学習 指導(高 等学 校)1育 成能 力1・2・3】

要約 文 を書 く教材 、 グラ フや 衷 を読み 取 るため の教材 、複 数 の新 聞記事 を読 み比 べ る

ための 教材 を作成 し事 前演 習 を行 った。 また 、小論 文 のテー マ に沿 った ブ ック リス トを

作 って配布 す る と ともに、対話 を通 して複数 の異 な る観 点 か ら書かれ た本 を紹 介 した。

こ う した演 習や 多角的 思考 を促 す レフ ァ レンスは 、生徒 の小 論 文執筆 の 支 え とな った。

2今 後の課 題

現 在 、小 ・中学校 の司書教諭 の多 くは学級 担任 を兼務 してい るた め、 上記 の取組 を一 人 で

推 進 す る こ とはで き ない。 また 、高等 学校 等 にお いて は 、学 校 図書館 の 運営 に係 る組織 に国

語 科 担 当の教諭 が 所属 して いな い学校 が あ る。 そ こで、 司書教諭 は学校 図書館 部会 等 の リー

ダー と して組織 を動 か し、国語科 と連 携 を図 りな が ら全校 体 制で研 究 開発 を行 う必要 が あ る。

特 に、国語 科 以外 の分野 にお け る 「読解 力」に係 る研 究 は先行 例ボ少 な く、開発 が望 まれ る。

本 研 究 は、教 科等 の指導 と関 連 を図 った学校 図書館 運 営計画 を基 盤 と したが 、今 後 、そ の

編 成 に 当た っては 、関連す る学 習内容 を あ らか じめ洗 い出 し、 クロス ・カ リキュ ラム の発 想

を も って合 科的 な授 業づ く り等 を行 う必 要 があ る。 司書 教諭 を 中心に こ うした教 育課 程編 成

を行 うこ とは 、児童 ・生徒 の学 び をつ な げ、深 め、知的 好奇 心 を高め る もの と確信 す る。

引用文献 「『東京の教育21』 研究閣莞委員会指導資料」(平 成16年 度}P122・:23・129
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